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●研究テーマ 

  科学技術計算と大型計算機の利用 －HITAC5020を中心として－ 

  

●研究分野 

 日本コンピューティング史 

  

■研究のキーワード 

 ●キーワード 1 日本における大型計算機の受容と利用 

どのような期待や需要があり大型計算機が開発・導入されたのか，またそれにより社会がどのよう

に変わっていったのかを，開発者や計算機の科学技術的な側面だけでなく，利用者や社会の立場か

らも研究する． 

 

 ●キーワード 2 日本における計算のあり方の変遷 

そろばんや計算尺，手回し計算機などの計算道具から，コンピュータ（電子計算機）や電卓など動

力を用いた計算機器へと変わっていく時代における計算行為の連続性と非連続性を考えていく． 
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